
第 453回岩手県青少年環境浄化審議会議事録 

 

１  日 時 

平成 31年３月 15日（金） 

   午後１時 30分から 午後 2時 40分まで 

 

２  場 所 

いわて若者カフェ（岩手県公会堂地下） 

 

３  出席者 

（１） 委員（５名） 

遠藤 隆     会長 

内宮 眞     委員 

五十嵐のぶ代   委員 

菊池 ユウ子   委員 

鈴木 明宏    委員 

      

（２） 県側（３名） 

    若者女性協働推進室  

      青少年・男女共同参画課長  工藤 祝子 

主任主査  鈴木 玲子 

主任主査  千葉 隆宏 

 

４  会議の概要 

（１） 開 会 

千葉主任主査の司会により開会。 

工藤課長から、本審議会に先立ち挨拶及び「いわて若者カフェ」に関する紹介

を行う。 

（２） 審議会成立 

事務局から、５名の委員が出席したことにより、青少年のための環境浄化に関す 

る条例第 23条第２項の規定（委員の半数以上の出席）に基づき、審議会成立を報 

告。 

（３） 議事録署名人の指名 

議事録署名人は会長のほかに、会長が五十嵐委員を指名。 

（４） 議事（要旨） 

【遠藤会長】 

本日の審議会は「諮問図書の審議」です。 

 

【事務局】 



条例第 10条第１項に基づく「青少年に不健全な図書類の指定」の適否に 

ついて、知事の諮問事項（図書類４冊）を説明。 

      

【遠藤会長】 

       それでは、審査に入ります。各委員は審査をお願いします。 

 ― 各委員審査 ― 

 

【遠藤会長】 

審査が終わったようですので、各委員から審査結果の発表をお願いします。 

 

【五十嵐委員】 

  全冊指定でお願いします。 

  １番、２番は審査基準の全てに該当していますし、特に１番は、タイトル

名からわいせつ性があり、区分陳列は必要と感じました。 

  ３番は、フェイクニュースの特集が掲載されており、嘘だと言いながらも

これを青少年が読めば真似したくなるのではと思いました。 

  また、都市伝説についても載せられていましたが、残虐・わいせつな写真

等が多々あり、都市伝説に興味を持ちやすい青少年が、タイトルだけで手に

してしまう危険があると思いました。 

  ４番は、身近な物質や原材料を犯罪に使えるような物に加工したりする方

法が載っていました。 

  実際には手に入りにくい物質だとしても、他人や自分の命を危険にさらす

ような物が作れると紹介していることは、万が一この本を見て武器を作り、

それがイジメに繋がるのではと危惧します。 

   

【鈴木委員】 

全冊指定でお願いします。 

１番は、審査基準のほか女性を冒涜する内容でした。 

２番は、性犯罪や暴力を助長するような内容でした。 

３番は、死体の写真や性的オカルトの文章が掲載されており、指定の基準

に該当すると思いました。 

４番は、犯罪に繋がる危険な行為や、人を死に至らしめる方法について、

掲載されていましたので、青少年に見せてはいけないと判断しました。 

 

【菊池委員】 

私も、全冊指定でお願いします。 

  １番は、審査基準に該当するほかにも、「頭の悪い女」など女性を蔑視する

内容が全般的に目立っていて、不快に感じました。 

    ２番は、いわゆる「エログロ」の雑誌でした。 



審議会委員署名 

 

 

   会長                       

 

 

   委員                       

    ３番は、死体の写真などを掲載していて基準に該当しているほか、フェイ

クニュースなど青少年が真似したくなる記事の間に、まっとうな歴史の記事

を入れており、青少年の好奇心を誘うような構成になっているのが気になり

ました。 

４番は、犯罪を誘発するような工作物の作り方などを紹介して、指定基準

に該当するのはそのとおりなのですが、そのほか、最後に書かれている「有

害図書が有害かどうか決めるのは「老人」ではなく貴方」というところが、

青少年を意識して出版しているように感じました。 

 

【内宮委員】 

  私も全冊指定です。 

  ３番については、世の中ではフェイクニュースが出回っているという実情

もあるのですが、掲載している写真や文章表現など全般的に考えると、青少

年にとって好ましくない内容であるということです。 

４番は、科学知識と言えばその通りです。 

しかし、犯罪を誘発する物の作り方を紹介するなど、その点は好ましくな

いと感じました。 

 

【会長】 

  私も、皆様と同様に全冊指定です。 

  今回の諮問図書も、条例で規定する審査基準に該当しているのはもちろん

ですが、４番に関しては犯罪を誘引するものが多く、例えば児童虐待の問題

が取りざたされており、この種の本が助長することもあり得ると、危惧を感

じました。 

  当然、表現の自由という大前提があるので、大人にも見せないということ

ではありません。 

  あくまでも、青少年の健全育成という観点で指定と判断しました。 

   

そういうことで審議会としましては、全冊指定ということで答申させてい

ただきます。 

 

（５） その他 

    次回の開催予定として、平成 31年４月 12日（金）を提案。    

 


